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Plasma protein profiling for potential biomarkers in the early diagnosis of 

Alzheimer’s disease 

著者らは論文において下記の内容を述べている。

アルツハイマー病（AD）は認知症の原因として最も多いとされる進行性の疾患で

ある。 ADと診断された時には既に認知機能の低下などの症状が進んでいるため、 AD

を早期段階で診断し、治療を開始することによる進行の抑制が重要である。そこで、

本研究では低侵襲で繰り返 し採取が可能な血液を指標としたADの早期診断バイオマ

ーカーの開発のために、 FunctionalAssessment Staging (FAST) scaleで分類され

た軽度AD患者の血液中のタンパク質発現フロファイル解析を行った。軽度AD患者お

よび健常者の血策中のタンパク質の発現量を蛍光標識二次元ディファ レンスゲル電

気泳動（2D-DIGE）法で解析し、 MALDI-TOF/TOF/MSを使用したペプチドマスフ

ィンガープリンティング法によって発現量が変化したタンパク質を同定した。その結

果、軽度 AD患者において発現量が減少した apolipoprotein A-1、

alpha-2-HS-glycoprotein、afaminを同定した。また、発現量が増加したタンパク質

としてapolipoproteinA-4、fibrinogengamma chainを同定した。我々の結果は、こ

れらのタンパク質の発現量の変化がADの早期診断のためのバイオマーカーとして利

用できる可能性を示唆した。

本論文はアルツハイマー病の早期診断に利用できる血液バイ オマーカー候補タン

パク質を示した論文であり 、学術上極めて有益であり、学位論文として価値のあるも

のと認めた。
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